
この度は研究奨励賞という栄誉ある賞をいただき、大変光栄に
存じます。慶應義塾大学医学部形成外科学教室の貴志和生教
授、荒牧典子先生をはじめとする研究関係者の皆様に心より感謝
申し上げます。
受賞研究のテーマは「肌理形成における表皮角化細胞分裂と
Keratin17の関係」です。当教室では、創傷後の皮膚完全再生メカ
ニズムの解明を目指し、マウス胎仔を用いた創傷治癒過程を研究
しています。マウスでは胎生13日（E13）までの創傷が完全再生す
る一方、E14以降では真皮の線維化、皮膚付属器の欠如、肌理の
欠如などが生じ、傷跡が残ることが知られています。また、肌理は
皮膚の伸縮性を保ち、外部からのダメージを防ぎ、水分量を維持
するバリア機能を担うと考えられますが、その形成メカニズムは不
明です。機能的な皮膚完全再生には肌理形成の理解が不可欠で
あると考え、現在研究を進めています。
医学部3年次より研究を始めた際にこの研究テーマを与えてくだ
さり、ご指導くださった先生方にこの場をお借りして心より感謝申
し上げます。来年度、医学部6年生となるにあたり、未熟ながらも創
傷治癒領域へ貢献できるよう研究および学業に励んで参ります。
この度は誠にありがとうございました。

このたび、当研究チームの「産婦人科医が実践する肥厚性瘢痕・
ケロイド予防の多施設共同研究」が日本創傷治癒学会　研究奨
励賞を受賞しました。この研究は、OGOG projectの一環として、帝
王切開術後の創部管理における科学的エビデンスを構築し、より

良い治療法の確立を目指したものです。2021年に発足した OGOG project は、形成外科の創
傷管理技術を産婦人科領域に応用し、適切な閉創方法と術後管理を実施することで、術後の肥
厚性瘢痕やケロイドの発生率を低減することを目的としています。本研究の途中経過では、
OGOG メソッドを用いた創部管理が、特に横切開において肥厚性瘢痕の発生率を大幅に低下
させることを示唆する結果が得られました。本受賞を励みに、今後もさらなる研究の発展を目
指してまいります。現在進行中の多施設共同研究を継続し、より多くの症例データを蓄積する
ことで、OGOGメソッドの有効性をさらに検証していきます。また、この知見を広く共有し、産婦
人科医が質の高い創傷管理を実践できるよう支援を続けてまいります。OGOG projectは、産
婦人科医自身が創部管理を担うことで、帝王切開後の患者の QOL 向上に貢献することを目指
しています。今後も研究を発展させ、全国の医療現場で実践できる標準的なケアの確立を目指
して活動を続けてまいります。引き続き、皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。

第54回日本創傷治癒学会研究奨励賞を受賞して

慶應義塾大学医学部

種田　桐子

●日本創傷治癒学会事務局
〒160-8582

東京都新宿区信濃町35

慶應義塾大学

医学部形成外科学教室内

tel.03-3351-4774
fax.03-3352-1054

e-mail : info@jswh.com

URL : https://www.jswh.com

日 本 創 傷 治 癒 学 会

N E W S
LETTER

No.�46
2025.03

© 2025 Japanese Society for Wound Healing

研究奨励賞を受賞して

鳥取大学　産科婦人科学分野

小松　宏彰



このたび、当研究チームの「産婦人科医が実践する肥厚性瘢痕・
ケロイド予防の多施設共同研究」が日本創傷治癒学会　研究奨
励賞を受賞しました。この研究は、OGOG projectの一環として、帝
王切開術後の創部管理における科学的エビデンスを構築し、より

良い治療法の確立を目指したものです。2021年に発足した OGOG project は、形成外科の創
傷管理技術を産婦人科領域に応用し、適切な閉創方法と術後管理を実施することで、術後の肥
厚性瘢痕やケロイドの発生率を低減することを目的としています。本研究の途中経過では、
OGOG メソッドを用いた創部管理が、特に横切開において肥厚性瘢痕の発生率を大幅に低下
させることを示唆する結果が得られました。本受賞を励みに、今後もさらなる研究の発展を目
指してまいります。現在進行中の多施設共同研究を継続し、より多くの症例データを蓄積する
ことで、OGOGメソッドの有効性をさらに検証していきます。また、この知見を広く共有し、産婦
人科医が質の高い創傷管理を実践できるよう支援を続けてまいります。  OGOG projectは、産
婦人科医自身が創部管理を担うことで、帝王切開後の患者の QOL 向上に貢献することを目指
しています。今後も研究を発展させ、全国の医療現場で実践できる標準的なケアの確立を目指
して活動を続けてまいります。引き続き、皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。

この度は第54回創傷治癒学会研究奨励賞をいただき、大変光栄に存じます。
三重大学形成外科では、完全な組織再生が可能なアカハライモリを対象とし、ヒトでの組織
再生の実現をテーマに研究を行っています。我々は特に免疫・リンパに着目して、イモリの創
傷治癒を解析しています。イモリでは線維化が起こらないとされてきましたが、この通説を疑
い、強い炎症反応が起きるモデルでの創傷を観察したところ、線維化が誘導され、かつその線
維化が徐々に消失するという現象を発見しました。さらに、特定の免疫細胞の枯渇化によって
この線維化退縮機構が大きく遅延することから、線維化制御の新たな視点が隠されているので
はと考え、現在この現象の詳細な解析を行っています。
成島教授をはじめ、多くの先生のご協力のもと、楽しく研究をできております。この場を借り
て、改めて深く感謝申し上げます。今回の受賞を励みに日々精進していければと考えておりま
す。そして、研究を聞いた人に面白いと思ってもらえるような魅力的な研究を行っていけたらと
考えております。今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

※五十音順・敬称略

三重大学形成外科

細見　謙登

第54回日本創傷治癒学会　研究奨励賞「免疫細胞を介した線維化退縮機構の解明」
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